
六
耐
慧
能
繹
師
と
交
人
と
の
關
係

に
就
て幅

島

俊

翁

我
が

六
租
慧
能
輝
師

の
傳

に
就
て
は
、
宋
の
天
壽
寺

の
沙
門
通
慧
大
師
帥
ち
賛
寧
等

の
撰
し
た
宋
高
僧
傳

巻
八
に

纒

め
ら
れ
て
ゐ
る
様

で
あ

る
が
、
こ
れ
も
其

の
材
料
は
彼
の
六
祀
壇
脛
や
唐
の
文
人
王
維
、
柳
宗
元
、
劉
萬
錫

等
の

碑
銘
な
ど
に
擦

る
も

の
多
く
、
果
し
て
ど
れ
丈
の
信
頼
を
與

へ
得
る
か
、
荷
疑
問
の
存
す
る
所
で
あ

る
。
此
の
他

に

法
海

の
壇
経
略
序
(全
唐
丈
九
一
五
巻
)と
か
日
本

の
傳
敏
大
師
將
來
の
曹
漢
大
師
別
傳

の
や
う
な
比
較
的
古
い
文
献
も
な

い
で
は
な

い
。

の曹

漢
大
師
別
傳

一
巻

は
寳
暦
+
二
年

(
西
紀

一
七
六

二
)
金
龍
沙
門
敬

雄

の
序

と
吾
が
妙
心
寺

の
組
芳

の
後
践
を
附
し

て
刊
行

さ
れ
、
今

は
績

大
藏
経

中

に
も
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
近
頃
胡
適

の
研
究
す
る
所

に
よ
る
と
、
こ

の
別
傳

の
出
來

た
の
は
唐

の
建

中
二
年

(
西
紀
七
八

一
)
で
慧

能
暉
師
寂
後

六

十
八
年
目

に
當
る
と

い
ふ
こ
と

で
あ
る
。

.

叉
支
那
の
正
吏

で
あ
る
唐
書

の
中

に
は
特

に
慧
能
暉
師
の
傳
は
な

い
が
奮
唐
書
の

一
九

一
巻

の
神
秀
の
傳

の
中

に
慧

能

に
及
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
然
し
そ
の
内
容
は
頗
る
簡
輩
な
も
の
に
過
ぎ
な

い
。

で

ぬ

今
吾
人
は
如
上
の
文
献
を
播
護
し
、
近
頃
何
格
恩
な
る
人
の
嶺
南
學
報
所
載

の
研
究
を
蓼
考
し
、
六
頑
大
師
と
關

六
祖
慧
能
輝
師
と
丈
人
と
の
關
係
に
就
て

(
一
)



六
胆
慧
能
輝
師
と
丈
人
と
の
關
係
に
就
て

聯

せ
る
當
時

の
二
三
文
人

に

つ
い
て

一
面

の
考

察

を
敢

て
し

て
見

よ
う
と

思

ふ
。

(
二

)

賛
寧
等

の
高
僧
傳

の
成

つ
た
の
は
大
禮
宋
の
端
撲
元
年
(西
紀
九
八
八
)
頃
で
慧
能
暉
師

の
寂
後
凡
そ

二
百
七
十
五
年

後

の
も

の
で
あ
る
が
、
共
中
の
慧
能
傳
の
絡

に

朝
達
名
公
所
レ重
。
有
レ若
昌宋
之
問
一。
謁
レ能
著
昌長
篇
一。
有
レ若
ヨ張
燕

公
読
'。

寄
香

十
斤
拝
詩
一。

附
呂武
李

一
一至
。

詩
云
。
大
師
絹
y世
去
。
塞
留
昌法
身
在

。

願
寄
昌無
磯
香
一。
随
レ心
到
昌南
海

一。
武

公
因
冨門
人
懐
譲
鋳
昌亘
鐘
一。
爲
撰
二

銘
讃
"。
宋
之
問
書
。
衣
廣
州
節
度
宋
環

來
禮
菖共
塔
一。
問
二弟
子
令
聡
無
生
法
忍
義
「。
宋
公
聞
レ法
敷
喜
。
向
レ塔
乞
ゾ

示
昌徴
群
一。
須
奥
微
香
漸
起
。
異
香
裏
レ人
。
陰
雨
罪
罪
。
只
周
二

寺
一耳
。
稽
多
昌奇
瑞
一。
這
レ繁

不
レ録
。

と
い
ふ
事
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
思

ふ
に
是
等

の
事
實
は
、
壇
経
や
文
人
所
撰

の
碑
銘

に
も
見
え
ざ
る
所

で
あ
る
が
、

高
俗
傳

は
如
何
な

る
根
擦

よ
り
し

て
、
こ
の
記
事
を
傳

へ
た
で
あ
ら
う
か
。
慧
能
灘
師
は
曾

て
黄
梅

(斬
州
黄
梅
縣
漏
茂

山
東
輝
寺
)
の
弘
忍
暉
師

の
庭
で
道
を
得

て
南
方
嶺
南

に
鯖
り
、
そ
こ
で
暉
風
を
興
隆

し
た
の
で
あ

つ
て
、
再
び
大
庚

嶺
を
越
え
た
事
實
が
な
い
や
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
高
僧
傳
並
に
王
維

の
碑
文
に
、
慧
能
灘
師
は
武
太
后
や
孝
和
皇
帝

か
ら
都

に
召
さ
れ
た
際
、
病
を
以
て
之
を
僻
し

子
牟
之
心
。
敢
忘
昌鳳
閾
'。
遠

公
之
足
。
不
レ過
昌虎
漢
一。

と
言

つ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
す
、
高
僧
傳
或
は
奮
唐
書

の
紳
秀

の
傳

に
も
、

2



初

秀
同

學
能

灘
師

。

與
レ之
徳

行
相

探
。

互
得
昌磯

揚
一。
無
レ私
"於

道

一也

。
嘗

奏
昌天
后

一。

請
昌追
レ灘
赴
フ都

。

能

懇
而

固
僻

。
捌

叉
自

作
昌尺
腰

一。
序

帝

意

一徴
レ之
。

終

不
レ能
レ起

Q
謂
呂使

者

一日
。
吾
形

不
レ揚

。
北

土

之

人
。
見

"斯

短

随

一。

　

　

　

も

　

　

　

或
不
レ重
レ法
。

叉
先
師
記
吾
以

嶺

南
有
τ縁
。
且
不
レ可
レ違
也
。
了
不
レ度
昌大
痩
嶺
一而
終
。

と
あ
る
事
か
ら
も
考

へ
ら
れ
る
。
且
壇
経

に
記
す
所

に
よ
れ
ば
、
六
租
は
唐
の
高
宗

の
儀
鳳
元
年
(西
紀
六
七
六
)
二
月

八
日
廣
州
法
性
寺
で
受
戒
し
、
次
年

の
春
寳
林
寺
に
蹄

り
,
先
天

二
年
(西
紀
七
;
;

七
月
八
日
新
州

に
蹄

つ
て
八
月

三
日
に
示
寂

し
た
様

で
あ

つ
て
、
共

の
問
凡
そ
三
十
七
年
は
皆
曹
漢

に
在
住
し
、
終
始
大
痩
嶺

(即
ち
今
の
江
西
省
大
痩
縣

南
、
廣
東
省
南
雄
縣
と
の
接
界
)
を
途
え
な
か

つ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然

る
に

一
方
神
秀
灘
師
は
、
共
の
張
読
之
撰

　

　

　

　

　

　

　

　

す
る
所
の
碑
文
に
も
言

つ
て
ゐ
る
如
く
、

「
爾
京
法
圭
、
三
帝
國
師
」
と
し
て
朝
野
の
奪
信
を
受
け
、
北
方
に
於
け

る
灘
宗
の
勢
力
は
圭
と
し

て
紳
秀
の
毅
梅
下
に
在

つ
た
ら
し
く
、
我
が
慧
能
門
下
の
紳
會

の
著
と
い
は
れ
る
南
宗
定

是
非
論

に
由

つ
て
言

ふ
も
、
紳
會
は
開
元

二
十
二
年
正
月
に
河
南

の
滑
毫

(
一
名
白
馬
城
、
今
の
河
南
省
滑
縣
治
)
の
大
雲
寺

に
於
て
無
遮

大
會
な

る
も
の
を
開
き
、
當

時
尤
も
勢
力

の
あ

つ
た
紳
秀
門
下
の
普
寂
大
師
が
自
ら
灘
門

の
第
七
租
と

稽
す
る
の
謬
妄
を
排
撃
し
て
、
慧
能
灘
師
が
眞
傳

の
第
六
租
た
る
こ
と
を
指
摘
し
た
と

い
ふ
事
で
あ

る
。
蓋
し
此
の

事

の
あ

つ
た
の
は
慧
能
灘
師

の
寂
後
凡
そ
二
十

一
年
の
頃
で
あ

つ
て
、
恐
ら
く
其
頃
か
ら
北
方
人
士
の
間
に
慧
能

一

涙
の
所
謂
南
宗
灘
な

る
も
の
が
強
く
認
識

さ
れ
、
宗
密

の
所
謂

曹
漢
了
義
大
播

於

洛
陽
一。
荷
澤
頓
門
灘

流

於
天
下
一。
(
園
畳
大
疏
妙
三
)

六
祀
慧
能
輝
師

と
丈
人
と

の
關

係
に
就

て

(
三
〉

3



六
祀
慧
能
輝
師
と
丈
人
と
の
闘
剛係
に
就
で

(

)

と
稽

せ
ら
る
、
に
至
つ
た
の
は
實
に
玄
宗

の
天
寳
四
年
(西
紀
七
四
五
)
頃
の
事
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
王
維
が
紳
會
の

講

に
よ
つ
て
、
慧
能
灘
師

の
碑
文
を
製
作
し
、
六
租

の
事
迩
が

一
層
明
白

に
せ
ら
れ
た
の
も
其
後
の
こ
と

に
屡
す
る

の
で
あ

る
。
総
じ
て
先
天
、
開
元
年
間
は
實
は
北
宗
灘

の
盛
行
し
た
時
代
で
、
宗
密
の
慧
能
紳
會
略
傳
に
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

も

　

た

能
大
師
滅
後
二
十
年
中
。
曹
漢
頓
旨

沈
昌磨

於
荊
呉
一。
嵩
嶽
漸
門
燐
盛

於
秦
洛

。
普
寂
輝
師
。
秀
弟
子
也
。
謬
昌稔

　

　

　

り

　

も

　

ぬ

　

も

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

も

　

も

　

七
粗
。
二
京
法
圭
。
三
帝
門
師
鞠。
朝
臣
蹄
崇
。
勅
使

藍
衛
囎雄
雄
若
レ是
。
誰
敢
當
衝
。
嶺
南
宗
途
。
甘
昌從
段
滅
一。

と
言
ふ
風
で
あ

つ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
先
の
宋
高
僧
傳

に
記
述
せ
る
如
き
、
朝

臣
宋
之
問
の
墾
謁
、
張
説
の
寄
香
、

或
は
武
李

一
・の
鐘
銘
、
宋
環

の
禮
塔
の
事
實
が
あ

つ
た
と
爲
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
果
し
て
之
あ
り
と
す

る
な
ら
ば

我
が
慧
能
暉
師

は
已
に
唐
の
朝

廷
に
於
け
る
名
臣
高
官

の
問

に
敬
重

せ
ら
れ
て
ゐ
た
筈

で
あ

つ
て
、
敢
て
紳
會

の
宣

傳
を
侯

っ
迄
も
な

い
か
の
檬

に
思
は
れ
る
繹
で
あ
る
。

4

宋
之
問
は
唐

の
則
天
武
后
時
代
の
有
名
の
詩
人
で
、
武
后
に
仕

へ
累
轄

し
て
爾
方
監
丞
左
奉
震
内
供
奉
と

い
ふ
官

に
登

つ
た
が
張
易
之
に
媚
附
し
た
爲
め
、
嶺
南

に
既

せ
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
此
の
宋
之
問
の

「
自
衡

陽
一至
昌詔
州
一、

謁
亀
能
輝
師
し
と
題
す

る
詩
が
文
苑
英
華
(宋
李
肪
等
奉
勅
撲
)巻

二
百
十
九
巻

に
出

て
ゐ
る
。

そ
れ
は

　

う

　

も

　

謡

居
窺

`
(宋
之
問
集
、
唐
詩
作
窟
)
炎

墾
一。
孤

帆
森

不
レ繋
。

別
レ家

萬
里
絵

。
流

目

三
春

際
。
猿

哺

山
館

曉
。
虹

飲

江
皐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

霧

。

湘
岸

竹
泉
幽

。
衡

峯
右

困
閉

。
A
蝋
作
衛
嶺
石
閣
閉
)嶺
瞳

窮

禁

越
一。
風
濤

極

洛

濟

一。

吾
師

在
呂詔

(集
作
衡
)
陽

一。



欣
ヨ此
得

躬

詣

一。
洗

慮
賓
昌塞
寂
一。
焚

香
結

精

誓

一。

願

以
昌有
漏
纒

隔。

章

二

作
幸
)
薫

噂無

生
慧

一。

物
用

釜
沖
膿

。

心

　

　

　

　

　

　

　

　

源

日
閑

細

。
伊

我
獲

庇

途

一。

遊
道

翼

(
一
作
悔
)晩
計

一。
宗

呂師

信
捨

法
一。
授
齢落

文
史
藝

㌔

坐
職

羅

浮
中
。

尋
異

窮

　

　

(集
作
南
)海

喬
。

何
僻
γ禦

昌魑

魅

一。
自

可
レ乗
昌炎

属
'Q

回
レ首

望
昌奮
(
{
作
散
)郷

一。
雲

林
浩

庸
蔽
。

不
レ作
昌別
離

苦

剛。
蹄

期
多

昌年
歳

一。

と

い

ふ
の
で
あ

つ
て
、

即

ち
宋

之
問

が
朝

廷

よ
り

左
遷

さ
れ
詔
州

に
來

つ
て
慧
能
暉

師

に
謁

し
た

時

の
詩

と
思

は
れ

る

の
で
あ

る
。
然

し

此

の
詩

の
内

容

を
精

査

し
來

る
な

ら
ば

、
吾

人
は

先

づ
第

一
に
地
理

的
關
係

に
於

て

一
箇

の
疑

問
を

挿
ま

ざ

る
を

得
な

い
節

が
あ

る
様

に
思

ふ
。

詩
中

の
句

に
は

坐
膵

羅
浮

中
。
尋

異

窮
海
斎

。

と
あ

る
け

れ
共

、
慧
能

灘
師

傳

の
何
れ

の
も

の

に
就

て
見

て
も

、
師

が

曾

て
羅
俘

に
在

つ
た
と

い

ふ
事
實

を
螢

見
す

る
事

が
出

來
な

い
の

で
あ

る
。

唐

の
李

吉

甫

の
撰

に
か

、
る
現
存

最

古

の
地

理
書

と

も
言

は
れ

る
所

の
元

和
郡
縣
圖

志
(
三
+
四
)
に
よ

る
と
、
羅

浮

山
は
循

州

に
在

る
峻
峰

で
あ

り

、
且

つ
高

僧
傳
(
三
集
巷
二
+
)
の
唐
廣

州
羅

浮

山
道

行
傳

に
は

、

見
昌羅

津
奇

異

一。
高

三
千

丈
。
有

昌七
十

石
室
。

七
十

二
長
漢

一。
仙

人
仙

禽

。

玉
樹

朱
草

生
昌於

上
唱。

孚

入
畠海

中
刷。

行
居
昌於
石
室

'。

獣

爾
安
麗

。

然
或

山
精

水
怪

。
往

往
驚
鳴

。

行
覗
「之
蔑

如

也
。

と

い

ふ
如

き

記
事
も
あ

る
程

で
、
羅

浮
山

は
嶺

表

に
於
け

る
名
勝

地
歴

で
あ

る
。

筒

、
元

和
郡
縣

圖
志
(
三
+
八
)に
は

六
祀
慧
能
輝
師
と
文
人
と
の
ノ關
係
に
就
て

(五
)

.

5



六
租
慧
能
暉
師
と
交
人
と
の
關
係

に
就

て

(
六
)

欽
州
安
京
縣
北
十
里
。
亦
有
曝羅

浮
山
一。
俗
傳
似
昌循
州

羅
浮
山
一。
因
名
レ之
。

と
も
あ

る
か
ら
羅
浮
な

る
地
名
は
、
欽
州

(今
の
廣
東
欽
縣
)
或
は
循
州
に
在
る
山
で
あ

つ
て
、
曾
て
慧
能
灘
師

の
足
述

の
及
ん
だ
場
庭
と
し
て
認
む

べ
く
何
等

の
文
献
を
も
見
出
せ
な

い
の
み
な
ら
す
、
曹
漢
大
師
別
傳

に
、
慧
能
輝
師
が

儀
鳳
元
年
二
月
八
日
に
廣
州
法
性
寺

に
於
て
受
戒
し
た
時
、
印
宗
法
師
は
能
大
師

に
問
う
て
曰
く
、

「
久
し
く
何
腱

に
在

つ
て
住

せ
し
や
」
、
大
師

云
く
、
「
詔
州
曲
江
縣
南
五
十
里
。
曹
漢
村
故
寳
林
寺
な
り
」
と
、
法
師

の
講
経
が
了

つ
て
僑
俗
三
千
絵
人
が
大
師
を
邊

つ
て
曹
漢

に
蹄
ら
し
め
た
と
な

つ
て
居
り
、
師
が
最
後
に
、
先
天
二
年
七
月
八
日

新
州
に
蹄
る
迄
は
、
曹
漢
を
離
れ
な
か

つ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
詩
中

の

「
坐
輝
羅
浮
中
」
な

る
事
實

は
頗
る
疑

ふ
べ

き
こ
と

に
屡
す

る
。

又
奮
唐
書
百
九
十

一
霧
の
紳
秀
傳

の
中
に
は

り

　

　

も

も

も

　

　

弘
忍

卒
後
。

慧
能

住
昌詔
州

廣
果

寺

一。

詔
州

山
中
蕾

多
昌虎

豹

一。

一
朝
蓋

去
。

遠
近

驚
嘆

。
成
蹄

伏

焉
。

.

と

見

え
、
慧
能

縄
師

が

詔
州

の
廣
果

寺

に
在

つ
た

こ
と

を
傳

へ
て
居

り

、
全
唐

詩
巻

三
に
は

「
宋

之

問

遊

・詔
州
廣

界

(
一
作
果
)寺

騨詩
」

,
影
殿

臨
昌丹
整

㌔

香
毫
隠

昌翠
霞

一。

…巣
飛

街
昌象
烏

一G
醐
賜

雨
昌塞
花

一。

寳

鐸
揺
昌初
舞

一。
金

池
暎
昌晩

沙
一。

莫
・愁
館

路

遠
。

円

外
有
昌三
車

一。

、

な

る

一
首

が
録

さ
れ

て
ゐ

る
黙

か
ら
言

ふ
な

ら
ば

、
宋

之

問
は
慧

能
縄
師

に
贋

果
寺

或

は
廣
界

寺

に
於

て
謁

し

た
と
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い
ふ
事
が
想
像
出
來
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
廣
果
寺
或
は
廣
界
寺
は
、
實
は
霊
鷲
山
に
在

つ
た
寺
で
曹
漢

の
寳
林

寺
と
は
頗

る
遠
く
相
隔

つ
て
ゐ
る
様

で
あ

る
。
蓋
し
慧
能
暉
師
は
彼

の
壇
纏
行
由
第

一
や
傳
燈
録
な
ど

の
記
す
所
で

は
、
詔
州
刺
史
章
壕
(
一
作
櫨
)の
請

に
よ

つ
て
城
中
の
大
梵
寺
の
講
堂
で
衆
の
爲
に
説
法
し
カ
と
い
ふ
風
な

こ
と
は
有

る
が
、
難
鷲
山
の
廣
果

(界
)
寺

に
居
た
こ
と
は
更
に
見
え
す
、
其

の
在
否
は
頗
る
明
謹
を
敏
く
所

で
あ
る
。

更
に
全
唐
詩
巻
四
に
「
房
融
調
南

海
一、
過
昌始
興
廣
勝
寺
果
上
人
房
鞠。

噸
作
過
・
館
州
廣
界
寺
・」
と
題
し
て

零
落
墜
昌残
命
"。
藷
條
託
出勝
因
'。
方
焼

三
界
火
。
遽
洗
六
情
塵
。
隔
レ嶺

天
花
畿
。
凌
レ察
月
殿
新
。
誰
令
ヨ郷
國
(
一

作
故
郷
)
夢
。
絡
此
學
昌分
身
一。

な

る

一
詩
が
載

せ
ら
れ
、
叉
曲
江
縣
志
巻
四
に
も
之
と
同
じ
詩
が

コ
調
官
過
昌霞
鷲
山
一」
と
い
ふ
題
で
載

つ
て
ゐ
る
。

こ

、
に
言

ふ
房
融
は
宋
之
問
と
同
時

に
中
宗
の
紳
龍

元
年

(西
紀
七
〇
五
)
二
月
に
流
既
さ
れ
、
二
入

は
相
前
後
し
て
嶺

南

に
下
b
、
詔
州

の
廣
界
寺
に
遊
び
、
其

の
見

る
所

の
人
物
も
殆
ん
ど
相
同
じ
き
様

で
あ
る
。
然
り
と
せ
ば
、
宋
之

問
が
廣
界
寺
で
謁
し
た
の
は
或
は
こ
の
果
上
人

で
あ

つ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ

つ
て
、
彼
が
慧
能
繹
師
を
廣
果
寺

(叉
は
廣
界
寺
)
に
訪

う
た
と

い
ふ
こ
と
が
、

一
層
確
實
性
を
映

く
こ
と
に
な

る
の
で
あ

る
。

　

も

　

　

　

第

二
に
吾
人

の
疑
問
と
す
る
所
は
、
前
の
宋
之
問

の
五
言
詩

に
於
け
る

「
流
目
三
春
際
」
と

い
ふ
句

に
就

て
で
あ

る
。

此

の
句

か
ら
考

へ
る
と

、
宋

之
問

が
衡
陽

(今
の
湖
南
省
衡
陽
縣
i

陸
路
爾
廣
交
通
の
要
衝
)か

ら
紹

州

に
至
り
、

慧
能
灘

師

に
謁

し
た
時

候

は

暮

春

で
あ

つ
た
と

思
は

れ

る
。

而

し

て

宋

之
問

が
嶺
南

に
流

講

さ
れ

た

の

は

前

後

二
回
あ

つ

六
爬
慧
能
輝
師
と
丈
人
と
の
關
係
に
就
て

(七
)
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六
祀
慧
能
輝
師
と
丈
人
と
の
關
係
に
就
て

(
八
)

て
、
そ
の
第

一
次
は
帥
ち
紳
龍

元
年
二
月
、
張
易
之
兄
弟

の
問
題

に
坐
し
て
、
他

の
多

く
の
朝
臣
帥
ち
沈
徐
期
、
閻

朝
隠

、
王
無
競
、
杜
審
言
等
と
共
に
疑
せ
ら
れ
、
彼
は
瀧
州
(今
の
廣
東
省
羅
定
)屡
軍

に
な

つ
た
時
と
、
第

二
次
帥
ち
容

虐不
の
景
雲
元
年

(西
紀
七
一
〇
)
に
章
武

に
坐
諸
し
て
欽
州

に
流

さ
れ
た
時
と
で
あ
る
が
、
彼
の
唐
都
長
安
か
ら
廣
東

の

地
に
下

つ
た
行
程
に
就
て
は
史
乗
に
そ
の
明
文
は
な

い
。
け
れ
共
宋
之
問
が
其

の
放
途

に
於
て
作

つ
た
所
の
詩
凡
そ

十
五
首
が
全
唐
詩
や
宋
之
問
集
か
ら
見
出
さ
れ
る
か
ら
其

の
大
髄

の
遣
筋
を
想
定
す
る
事
が
出

來
る
の
で
あ
る
。
之

に
撮

れ
ば
、
彼
は
遣
を
江
州

(今
江
西
九
江
)
か
ら
洪
州
(今
の
江
西
、
南
昌
)
に
取
り
、
大
痩
嶺
を
過
ぎ
詔
州
(今
の
廣
東
、
曲
江
)

に
入
り
清
遠
峡
を
経
て
廣
州
に
下
り
、
西
江
を
潮

つ
て
端
州
(今
の
慶
東
、
高
要
縣
)
か
ら
瀧
州

に
入

つ
た
の
が
第

一
衣

の

行
程
の
檬

に
思
は
れ
る
。
第

二
次
流
既

の
際
は
大
膣
荊
州
(今
の
湖
北
、
江
陵
縣
)
か
ら
湘
江
に
洛
う
て
衡
陽
を
過
ぎ
桂
州

(今
の
廣
西
桂
林
縣
)に
入
り
桂
州
を
下

つ
て
梧
州
(今
の
廣
西
蒼
梧
縣
)に
至
り
、
折
れ
て
東
行
し
て
端
州

に
至
り
、
道
を
瀧
州

に
取

つ
て
更
に
欽
州

に
入

つ
た
檬
で
あ
る
。
こ
の
第
二
回
目

の
族
次
に
於
て
は
八
首

の
詩
が
見
出
さ
れ
る
。
而
し

て

第

一
次

の
行
程
に
於
て
、
黄
梅
か
ら
江
州
満
頭
騨
を
過
ぎ
た
時
は
、
恰
度
寒
食
の
日
に
逢

つ
た
ら
し
く
、

途
中
寒
食
題

黄

梅
臨
江
騨
、
寄

崔
融
一。

悔
酢
渤
翻
黄

　

　

　

　

　

　

ぬ

　

　

　

馬

上
逢
靴寒
食
一。

愁
中

属
昌暮
春

一。

可
レ憐

江
浦

望
。

不
レ見
唱洛

陽
人

一。

北
極
懐

昌明
圭

一。

南
漢

作
一逐

臣
一。

故

園
腸

断

腱

。

日
夜

柳
條

新

。

と

歌

つ
て

ゐ

る
の
が
あ

る
。
陳

垣

の
中

國

回

日
暦

や

二
十

史
朔
閏

表

に
よ

る
推
定

が
誤

ら
な

け

れ
ば

、
此
年

の
清

明
節
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(春
分
後
+
五
臼
)
は
三
月
四
日
に
當
b
、
寒
食
(冬
至
後
一
百
五
日
)
は
其

の
前

日
帥
ち
三
月
三
日
に
相
當
す

る
事
に
な

る
。

そ
こ
で
唐

の
李
翔

の
來
南
録

に
よ
つ
て
東
京
か
ら
廣
州

に
至
る
道
程
、
並

に
唐
六
典
(
三
)
に
よ
る
里
程
藪
か
ら
考

へ

來
る
と
江
州

(黄
梅
臨
江
騨
)
か
ら
詔
州
迄
の
日
歎
は
凡
そ
三
十

二
日
位
の
計
算

に
な
る
か
ら
、
宋
之
問

の
此
の
行
に
於

て
詔
州
到
着
は
四
月
初
旬
に
在
り
と
思
は
れ
る
と
同
時
に
、
途

中
の
景
物
は
勿
論
暮
春
に
属
す

る
鐸

で
あ
る
。
然
ら

　

　

あ

　

　

ば
前

の
長
詩

に
在

る

「
流
目
三
春
際
」

の
句
は
第

一
衣
の
行
程
に
於
て
歌

つ
た
も

の
と
し
て
は
決
し
て
事
實
を
謬

つ

た
も
の
で
な

い
こ
と
が
肯

か
れ
る
。
が
然
し
そ
れ
が
今
言
ふ
所
の
臨
江
騨
か
ら
崔
融

に
寄

せ
た
頃
と
同
年

で
な
い
な

　

　

　

　

も

　

　

ら
ば
そ
の
時
候
が

一
致
せ
陀
こ
と
に
な
る
。
帥
ち
此
句
が
第

二
次
南
窟
の
際

に
通
過
し
た
情
景
だ

つ
た
と
す

る
な
ら

ば
大

い
に
時
間
的
の
相
違
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
何
と
な
れ
ば
宋
之
問
が
第
二
次
の
路
程
で
は
、
湘
江
を
渉

つ
ね
時
が
秋

で
あ

つ
て
、

「
在
昌荊
州
一重
赴
昌嶺
南
」

と
題
し
た
詩

に

　

　

　

　

　

夢
澤

三
秋
日
。
蒼
梧

一
片
雲
。

て
ふ
句
が
あ
る
か
ら

で
あ

る
。
郎
ち
上
述
の
如

く
第
二
次
の
行
路
で
は
、
宋
之
問
は
湘
江
か
ら
衡
陽
を
過
ぎ
桂
州
に

入
り
梧
州
の
方

に
下
つ
た
の
で
あ
る
か
、
此
際
假
令
彼
が
長
途

の
蹟
渉
を
潭
4
す
し
て
樂
昌
瀧

の
方
面
か
ら
詔
州
に

降
り
再
び
廣
州
か
ら
西
江
を
湖

つ
て
梧
州
に
入
る
如
き
迂
路
を
辿

つ
た
と
し
て
も
三
秋
の
後
に
在

つ
て
、
三
春
の
際

に
及

ぶ
繹
ば
な
い
の
で
あ
る
か
ち
、

第

二
次
の
道
程
で
は
三
春

に

逢
ふ
と
い
ふ
句
の

生

れ
よ
う
筈

は
な

い
の
で
あ

る
。
然

る
に
此
の
三
春

の
際

の
句
は
所
謂
宋
之
問
の
前

の
長
詩
、

「
衡
陽
よ
り
詔
州

に
至
り
能
暉
師
に
謁
す
」
と

い

六
祀
彗
…能
藤
師
と
文
人
と
の
關
係
に
就
て

(九
)
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六
祀
慧
能
暉
師
と
丈
人
と
の
關
係
に
就
て

(
一
〇
)

ふ
題
下
に
歌

は
れ
た

一
句
と
し
て
傳

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
衡
陽
か
ら
詔
州
に
出
た
行
路
は
宋
之
問
流

既
の
第
二
次
の
行
程

で
あ
る
。
然
り
と
せ
は
こ

、
に
詩
句

に
於

い
て
時
間
的
の
矛
盾
が
あ

る
事
を
螢
見
す

る
の
で
あ

る
o以

上
の
如
く
宋
之
問
が
詔
陽
で
慧
能
暉
師

に
謁
し
た
題
の
詩
に
は
地
理
的
帥
ち
塞
問
的

に
も
時
間
的
に
も
、
内
容

的
に
槍
討
を
怠
ら

ぬ
な
ら
ば
大
な

る
疑
鮎
の
存
す

る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
宋
之
問
の
集
に
能
暉
師

に
謁

す
て
ふ
詩
が
傳

へ
ら
れ
て
ゐ
る
て
ふ
輩
な

る
事
例
か
ら
、
宋
之
問
と
慧
能
暉
師
と
の
關
係
を
速
断
す

る
こ
と
は
聯
か

早
計

で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
の
で
あ

る
。
況
ん
や
宋
之
問
の
詩

に
は
由
來
贋
作
が
甚

だ
多
い
の
で
あ

る
が
、
或
は

之
が
故
意
の
贋
作
に
属
す

る
も
の
で
な

い
と
し
て
も
、
時
に
後
の
編
輯
家
が
誤

つ
て
他
人
の
詩
を
取

つ
て
以
て
こ
～

に
録
し
た
か
も
知
れ
な

い
の
で
あ

る
。

(張
九
齢
の
詩
を
宋
之
問
集
に
入
れ
て
ゐ
る
例
な
ど
も
あ
る
)
叉
或
は
好
事
家
が
偽
託
し
た

か
も
知
れ
ぬ
の
で
あ

る
。
且

つ
宋
之
問
と

い
へ
ば
初
唐
で
有
名
な
文
學
め

士
で
あ
り
、
慧
能
灘
師
と
は
同
時
代

の
高

官

で
も
あ

つ
た
所
か
ら
、
後

の
麗
門

の
弟
子
が
、
か
く
の
如
き
詩
を
見
て
、
六
祀
大
師
と
交
渉

の
あ

つ
た
様

に
端
的

に
満
足
し
て
、
細
察
の
暇
も
な
く
、
慧
能
傳
中
に
取
り
入
れ
て
仕
舞

つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
も
考

へ
得
ら
れ
る

も
の
が
あ

る
。
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衣
に
賛
寧

の
高
僑
傳

に
所
謂
張
説
が
武
李

一
に
附
し

て
慧
能
暉
師

に
寄

せ
た
事
に
な

つ
て
ゐ
る
五
言
詩
は
、
全
唐



詩

に
も
出

て
居

て

書
昏
作
香
能
和
筒
塔

大
師
絹
レ世
去
。
塞
飴
昌法
カ
一在
。
遠
寄
昌無
磯
香
一。
心
随
昌到
南
海
一。
(巻
四
)

と
な

つ
て
ゐ
る
。
(
張
説
之
集
巻
七
に
も
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
)と
こ
ろ
が
通
鑑
第
二
百
七
巻
及
び
新
唐
書
巻
百
二
十
五
等
の
張
説

の
傳

に
よ
る
と
、
張
読
は
長
安
三
年
九
月
丁
酉
に
、
武
后
の
旨
に
件

い
た
と

い
ふ
科
で
欽
州
に
配
流
さ
れ
、
や
が
て

中
宗

の
紳
龍

元
年

に
召
逡

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
彼
が
嶺
表

に
在
住
し
た
の
は
凡
そ
三
年
で
あ
る
ゆ
曾

て
彼
が
慧
能
輝

師

と
何
等
か
の
交
渉
が
あ

つ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
此
の
問

に
在

つ
た
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
別
に
之
を
謹
篠
だ

て
る

何
も

の
も
な
い
の
で
あ
る
。
更
に

一
面
賛
寧
の
高
僑
傳

に
は
紳
秀

の
高
名
を
叙
し
て

　

も

　

も

　

　

も

ね

　

　

　

も

泊

中̀

宗
孝

和

帝
帥
位

一。

尤

加

寵

重

唱。
中

書
令

張
読
嘗

問
レ法
執
昌弟

子
禮

一。

と
言

つ
て
居

る
が
、

こ

の
神

秀
は
神

龍

二
年

(西
紀
七
〇
六
)
二
月

二
十
八

日

に
寂

し
、

張
読

は
師

の
爲

に
唐

國
師

玉
泉

寺

大

通
灘

師
碑

文
を

撰
し

て
、

自

「一菩

提
達

摩

天
竺

催東

來
。

以
レ法
傳
一一恵
可

'。

可
傳

"僧
燦

"。

環
傳

遣

信
一。
信

傳
一弘

忍
一。
織

明

重
述

。
相

承
五

光
。

も

　

も

　

　

　

　

　

　

乃
不
レ癒
昌遽

阻

'。
翻
飛

謁
詣

。

…

…
服
勤

六
年
。

不
レ捨

昌書

夜

"。

大
師

嘆

日
。
東

山

之
法
。
審

在
レ秀
尖

。
(張
説
之
集

一
・九
〇
・文
苑
英
…華
八
五
六
)

と
書

い
て
ゐ

る
。

之

に
由

つ
て
見

て
も

張

説
は

紳
秀
が

弘

怨

の
置
ハ傳

の
法
嗣

で
あ

る
こ
と
を

明

謹

し

て
ゐ

る
他

に
、

六
胆
慧
能
輝
師
と
文
人
と
の
關
係
に
就
て

(
一
一
)

u



六
祀
慧
能
暉
師
と
丈
人
と
の
關
係
に
就
て

(
一
二
)

慧

能
輝

師

の
こ
と

に
は

一
言

も

及
ん

で
ゐ
な

い
の

で
あ

る
。
帥

ち
當

時

の
人

々
の
間

に
は

北
宗
暉

の
紳

秀
、の
在

る

こ

と

に
敬

重

を
傾

け
、
南

宗
灘

に
封
し

て
は

さ

ほ
ど

の
注
意

を
梯

つ
て
ゐ
な

い
こ
と
が

想
像

さ

れ

る
。

叉
新
唐

書

の
武

李

↓
の
傳

に
は

・

,

武

后

時

畏
レ蝸

不
讐敢
與
7事

Q
陰
昌嵩

山

哺。
修

昌浮

圖
法

一。
屡

詔

不
レ鷹

(巻

二

九
)

.

と

見
え

、
神
秀

の
寂

後

叉
武
卒

一
は
使
を

奉

じ

て
嵩

山

に
赴

い
た
事

が

あ
り

、
張

読
は

之
を

迭

つ
て

塗

・武

員
外
郎

中
赴

・秀
師
嵩

山
塔

下
舎

利
一
(
全
唐
詩
四
作
逡
考
功
武
員

外
學
士
使
嵩
山
署
舎
利
塔
)

懐

・玉
泉

懸

昌仁

者
"。
寂

滅
翼

心
不
レ可
レ見

。
塞

留
影
塔

嵩
巖

下

。
寳

王
四
海

轄
昌千

輪
鳳。
金

曇

百
粒

迭
昌分
身

一。
山
中

　

　

　

　

　

　

　

二
月
娑
羅
會
。
虚
唄
遙
蓬
愁
思
人
。
我
念
過
去
微
塵
劫
。
與
レ子
麗
門
同
昌正
法
一。
錐
レ在
昌瀞
仙
蘭
省
問
一。
常
持
清
津

蓮
華
葉

。
來
亦
好
去
亦
好
。
了
観
車
行
馬
不
レ移
。
當
見
菩
提
離
昌煩
拶
一。
(張
説
之
集
巻
六
)

と
詠
じ
て
ゐ
る
の
を
見

て
も
、
張
説
と
武
李

「
と
は
同
じ
く
北
宗
輝

の
紳
秀
の
學
徒

で
あ

つ
て
、
南
宗

の
慧
能
職
師

と
の
關
係

に
就
て
は
寧
ろ
疑

ふ
べ
き
で
は
あ

る
ま
い
か
。

加
之
新
唐
書
の
武
李

一
の
傳
に
於
て

玄
宗
立
。
既
齢蘇

州
屡
軍
一。
從
昌金
壇
令
一。
…
…
開
元
末
卒
。
(巻
二

九
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
考

へ
て
も
、
武
卒

一
は

一
生
の
問
に
嶺
南

の
方
に
流
疑
さ
れ
た
事
實
は
な

い
様

で
あ

る
し
、
叉
未

だ
曾
て
潔
州

の
地
方
に
使
し
た
と
い
ふ
こ
と
も
無

い
の
で
あ

る
。
然
ら
ば
張
読
は
何
故

に
香
と
詩
と
を
武
軍

一
に
託

12



し
て
慧
能
輝
師
を
弔
敬
す
る
こ
と
が
出
來
た
で
あ
ら
う
か
。
大
い
に
疑

ふ
べ
き
こ
と
で
あ

ら
う
。

武
李

一
は
懐
譲
の
亘
鐘
を
鋳

る
に
當

り
、
之
が
銘
讃
を
撰
し
、
宋
之
問
が
其

の
文
を
書
し
に
と
い
ふ
高
僧
傳

の
記

事
に
就
い
て
壱
亦
頗
る
疑

ふ
べ
き
黙
が
あ

る
と
思

ふ
。
第

一
彼
の
亘
鐘
を
鋳
た
こ
と
が
慧
能
暉
師
の
徳
を
奪
信
す
る

の
鯨
に
出

た
も

の
と
す
れ
ば
、
そ
の
鋳
造

の
時
代
は
當

に
慧
能
在
世
の
時
と

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
宋
之
問

は
先
天
元
年

に
死
を
既
庭
に
賜

つ
た
こ
と
が
正
史

に
明
記
さ
れ
て
居

る
し
、
慧
能
強
師

の
示
寂
は
先
天
二
年
八
月
と

い
ふ
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
。
高
僧
傳
に
よ
れ
ば
、
懐
譲
は
慧
能

の
寂
後

「
衡
嶽

に
踏
b
、
観
昔
皇

に
止
ま
り
」
、
(三
集

巻
九
)
頗
る
盛
名
を
得
た
人
で
あ
る
が
、
慧
能
灘
師
在
世
時
代
は
齢
り
顯
は
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
あ

つ
て

何
故
に
武
李

一
乃
至
宋
之
問
等
と
相
識
つ

た
で
あ
ら
う
か
。
宋
之
問
は
巳
に
欽
州
に
流
さ
れ
、
武
李

一
は
蘇
州

に
既

せ
ら
れ
て
ゐ
た

に
係
ら
す
、
何
故

に
態

々
煩
勢
を
揮
ら
す
し
て
共

の
銘
文
と
書
と
を
遠
く

に
求
め
た
の
で
あ
る
か
。

柳
か
信
じ
難

い
も
の
が
あ
る
檬

に
思

ふ
。

叉
宋
理

が
曹
漢

に
入
つ
て
慧
能
鷹
師

の
塔
を
禮
し
た
と

い
ふ
高
僧
傳

の
記
述
に
も
疑
問
が
な

い
で
は
な
い
。
佛
租

通
載
(
+
六
)
に
擦

る
と
此
の
こ
と
は
開
元
四
年
(
西
紀
七
一
六
)丙
辰
に
在

つ
て
、
宋
塚
が
廣
州
の
都
督

に
任
ぜ
ら
れ
た
の

が
、
開

元
三
年
で
あ
る
。
(新
唐
書
毬
幅
二
四
、
通
鑑
巻
二
一
二
、
張
設
之
集
巷
一
八
)
そ
し

て
次
の
年

に
玄
宗
は
楊

思
易
を
し
て

馳
騨
し
て
還

る
を
迎

へ
し
め
、
彼
を
刑
部
尚
書

に
任
命
し
た
こ
と
が
、
唐
の
封
演

の
封
氏
聞
見
記
巻
九
及
び
新
唐
書

六
組
慧
能
暉
師
と
丈
人
と
の
關
…係
に
就
て

(
=
二
)
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六
胆
慧
能
暉
師
と
丈
人
と
の
關
係
に
就
て
ー

(
一
四
)

宋
環
傳

に
よ

つ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
際
宋
壕
が
曹
漢

に

一
遊
し
た
か
否
か
は
明
謹
が
な

い
。
或
は
彼

が
北
方

へ
蹄
る
の
途
次
に
立
寄

つ
た
事
に
し
て
も
、
塔
に
向

つ
て
徴
鮮
を
請

ふ
な
ど

い
ふ
事
は
誠
に
奇
怪
千
萬
な
こ

と
で
あ
る
。
現
存
の
壇
纏
は
守
塔
の
沙
門
令
翰
の
録
し
た
も
の
と
傳

へ
ら

る
、
が
、
此
時

の
奇
蹟
は
少
し
も
記
し
て

は
ゐ
な

い
の
で
あ

る
。
景
徳
傳
燈
録
巻
五
の
令
鯛
の
傳

に
は

依
昌六
頑
出

家
。
未
毯嘗
離
昌左
衣

。
而
蹄
寂
。

途
爲
昌衣
塔
圭
句。
唐
開
元
四
年
玄
宗
玲
・其
徳
風
・。
詔
令
・赴
・閾
。
師

僻
挨

不
レ起
。

と
記
し
、
賛
寧

の
高
僧
傳
紳
會

の
條
下
に
は

開
元
八
年
。
勅
配
昌住
南
陽
龍
興
寺
一。
績
於
出洛
陽
争

大
行
}灘

法
一。
聲
彩
登
揮
。

と

い
ふ
こ
と
が
あ
る
よ
り
せ
ば
、
令
聡

へ
の
入
闘

の
勅
は
紳
會
が
北
上
し
て
南
宗
灘
を
宣
傳
す

る
よ
り
少
し
く
以
前

で
、
爾
京
の
間

は
夙

に
紳
秀
を
宗
と
し
南
宗
派
の
聲
轡
は
微

々
た
る
時
で
あ

つ
た
と
思
は
れ
る
。
而
し
て
令
醐
は
曹

漢

に
迩
を
匿
し
聲
を
ひ
そ
め
て
ゐ
た
問
に
、

玄
宗
は
那
邊
に
共
の
徳
風
を
玲
く
こ
と
が

出

來
た
で

あ
ら
う
か
。

疑

は
ん
と

せ
ば
疑
ひ
得
る
の
で
あ
つ
て
、
此
の
人
に
向

つ
て
宋
瑳
が
無
生
法
忍
の
義
を
聞

い
た
と

い
ふ
高
僑
傳

の
記
載

も
、
或
は
後
世

の
附
會

で
は
あ
る
ま
い
か
。

・

之
を
要
す
る
に
武
平

一
、
張
説
、
宋
瑳
等
は
文
學
功
菜
に
於
て
當
時
第

一
流

の
大
家

で
あ

つ
て
、
新
唐
書
武
李

一

の
傳

に
は

「
博
學

に
し

て
春
秋
に
通
じ
、
文
僻
を

工
に
す
、
…
…
既

に
調

せ
ら

る
、
も
名
衰

へ
す
」
と
書
か
れ
、
奮

14



'

唐
書
に
張
読
を
傳
し
て
、

「
當
時
の
榮
龍
、
與
に
比
を
爲
す
莫

し
」
と
言
ひ
、
宋
曝
の
功
業
は
新
奮
唐
書

の
本
傳
や

顔
眞
卿

の
廣
李
文
貞

公
宋
公
紳
溢
碑
銘

に
詳
細

に
出

て
ゐ
る
如
き
、
皆
當
代
の
名
流

で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
此
の
中

で
も
武
李

一
と
張
読
と
は
北
宗
繹

の
神
秀
と
は
密

切
な
關
係
が
あ

つ
た
所
か
ら
、
南
宗
派
の
方
で
も
之
と
封
抗
す

る

爲

に
は
、
當
時

の
名
流
と
關
係
づ
け

て
其

の
宗
師

の
敏
槽
を
光
大
に
す
る
必
要
も
あ

つ
た
で
あ
ら
う
。

さ
う
し
た
封

抗
意
識

か
ら
便
宜
上
種

々
の
事
象
を
捏
造
し
て
巧

に
戯
曲
化
す
る
様
に
な

つ
た
こ
と
が
無
い
と
も
言
は
れ
な

い
。
彼

の
塞

塚
の
如

き
は
當
時
肚
會
的

に
は
有
力
な
入
物

で
あ

つ
た
か
も
知
れ
な

い
け
れ
共
、
佛
敏
と
は
頗

る
縁
の
薄

い
人

で
あ

る
に
係
ら
す
、
前
述
の
様

に
慧
能
灘
師
と
結
び

つ
い
て
居

る
の
で
あ
る
。

然

る
に
慧
能
灘
師
と
同
時
代

の
大

臣
で
叉
詩
人
と
し
て
有
名
な
張
九
齢
は
慧
能

の
居
流
曹
漢

に
近

い
曲
江
の
人
で

あ

る
が
、
不
思
議

に
南
宗
涙
の
人
々
と
錐
も
張
九
齢
と
慧
能
灘
師
と

の
關
係
を
語

つ
て
は
ゐ
な

い
の
で
あ
る
。
蓋
し

そ
れ

に
は
大
い
に
理
由
が
あ
る
。
尤
も
張

九
齢

の
曲
江
集
を
護
ん
で
見
て
も

一
字
も
慧
能
繹
師

に
は
及
ん
で
ゐ
な
い

と

い
ふ
事
も
あ

る
が
、
こ
の
他
に
曲
江
集
巻

一
〇

に

「
答
嚴
給
事
書
」
と

い
ふ

一
篇
が
あ

つ
て
1

此
の
嚴
給
事
は

僧
義
頑
に
師
事
し
、
師

の
寂
後
に
大
智
藤
師
碑
銘

を
書
い
た
所

の
嚴
挺
之
の
こ
と
で
、
張
九
齢
が
此

の
人

に
與

へ
た

も

の

で

あ

る

、
.i

そ

れ

に

は

、　

　

　

　

　

　

足

下
猶

不
レ諒
昌此
意

嚇。

以
爲

汲
鴫波

於
聲

名

噌。

而

乃
約

以

】荘

生

之
言
一。
博

以
昌東

山
之

法
一。
曉

導
精

至
。

誠
故

人

之

情

。
向

之
所
レ防
。
有

膨異
出來

旨
一。

彼

二
敏

者
。

忘
レ情

滅
レ識

。
無
レ有

一纏
…愛

一。

故
藺

至
不
・喜
。

蝸

至
不
・憂
。

今
僕

六
麗
慧
能
輝
師
と
丈
人
と
の
關
係
に
就
て

(
一
五
)



六
祀
慧
能
暉
師

と
・文
入
と

の
關
係

に
就

て

(
U
六
)

養
レ親
。
量
復
割
離
…恩
愛
一。
直
措
昌心
於
此
地
一哉
。

と
書

い
て
ゐ
る
。
文
中

に
言
ふ
東
山
の
法
と

い
ふ
の
は
高
僧
傳

に
由
れ
ば
、
遣
信
と
弘
忍
と
が
東
山
に
住
し
て
ゐ
た

こ
と
よ
り
起

つ
江
名
稽

で
、
嚴
挺
之
の
大
智
輝
師

の
碑
銘

に
も
、

自
昌可
環
信
忍
一至
昌大
通
一。
逓
相
印
属
。
大
遽

之
傳
付
者
。
河
東
普
寂
興

職

師
一二
人
。
帥
東
山
縫
レ徳
。
七
・代
於
藪
一尖
。

と
見
ゆ
る
通
り
で
あ
る
。
之
に
依

て
彼
を
考

へ
て
も
張
九
齢
が
灘
門

に
關
心
の
無

い
こ
と
が
飴
b
に
も
明
自

で
あ

る

の
で
、
如
何

に
曹
漢
の
門
流
が
権
勢
家

の
背
景
を
近
く
に
求

め
よ
う
と
し
て
も
、
張
九
齢
と
慧
能
灘
師
と
を
結
び
付

け
る
こ
と
は
困
難
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し

て
張
説
や
宋
環
な
ど
に
な

る
と
、
兎

に
角

一
時

は
南
方

に
流
蓬
せ
ら

れ
た
人
物

で
は
あ
り
、
且

つ
其
問
は
不
遇
憂
愁

の
人
と
し
て
、
南
宗

の
輝
門

に
心
を
傾
け
た
で

あ
ら
う
こ
と
を
想
像
せ
し
む

る
の
事
情
に
置
か
れ
た
所
以
も
多
い
の
で
、
何
時
の
頃
か
ら
か
慧
能
輝
師
と
の
交
渉
が

附
會
的

に
高
信
傳

に
記
録
せ
ら
る
、
に
至

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
曲
江
縣
志

(+
六
)
を
見
る
に
、
明
の
劉
鷹
期
の
重
建

報
恩
光
寺
記
な

る
も
の
を
引

い
て

、

先
レ是
南
人
未
下嘗
以
昌相
業
」顯
者
亀。
章
公
奪
昌信
壇
輕
一。
時
張
氏
変
世
用
科
。
九
齢
爲
噂開

元
賢
相
一。

と
い
ふ
文
が
載

せ
て
あ
る
。
蓋
し
慧
能
灘
師
も
張
九
齢
も
同
じ
く
唐
代

の
偉
大
な
人
物

で
あ
る
に
相
違
な

い
け
れ
共
、

慧
能
縄
師

の
壇
経
と
張
九
齢
が
賢
相
と
成

つ
た
こ
巴

～
は
直
接
に
關
係
の
あ

る
事
で
は
な

い
の
で
あ
る
が
、
後
世
の

好
事
家

は
斯
様

に
之
を
附
會

し
て
報
磨

の
読
を
爲
す
と
い
ふ
風
に
な

つ
て
ゐ
る
こ
と
も
亦
面
自

い
と
思

ふ
。
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